別記第２号様式（第３条関係）
（その１）
和歌山県優良県産品（プレミア和歌山）
推奨制度（生鮮物分野［農産物］） 申請調書
Ⅰ　申請者の概要
	EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(（　ふ　り　が　な　）),氏名又は名称)
	

	EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(（　ふ　り　が　な　）),代表者の職氏名)
	

	本社所在地
	

	当該製品の製造所

所在地
	

	【担当者】所属　職EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(（ふりがな）),氏名)
	電話
Fax
E-mail

	創　業
	年　　　月
	法人設立
	年　　月　　日

	資本金
	   　   　　　　　千円
	常勤従業員数

又は構成員数
	    　　　　　　　　人

	売上高（年間）
	   　   　　　　　千円
	経常利益

（年間）
	       　　      　千円

	ホームページ
	　http://

	事業概要
	

	


Ⅱ　申請品の概要
	品目名
	
	品種名
	

	商品名
	
	現物審査を　　希望する時期
	　   年　　月 　旬

	直 近 の
販売実績
（　　年度）
	品目全体
	販売量
（ｔ・頭・羽）
	
	販売金額
（万円）
	

	
	申 請 品
	販売量
（ｔ・頭・羽）
	
	販売金額
（万円）
	

	地　域　別　実　績
	県内（　　％）　近畿圏（　　％）　首都圏（　　％）　
その他国内（　　％）　海外（　　％）

	＊内容が同一であり、かつ同じ意匠の包装・容器等で販売されているものは一つの申請品として扱う。
【代表的規格】＊最多販売品の規格
【その他の規格】


	○申請品に対する想いや創意工夫について記載してください。
※下記　Ⅲの２～５の項目についてのアピールポイントを総括的に記載してください。


	○申請品の自然、歴史、文化などの地域特性を販売にどのように活かしているのか、具体的に記載してください。


	○申請品がプレミア和歌山に認定された場合、認定品の流通・販売計画（出荷・販売先、認定マークの小売段階までの表示方法、価格設定（交渉）の方法、有利販売に向けたＰＲ方法等）を記載してください。（記載欄が不足する場合は、別葉に記載してください。）



	○申請品の写真を貼付して下さい。（外見と内容物）
（概要がわかる写真・パンフレット（イメージイラストでも可）等の添付でも可）



※添付資料
　□　総会資料等事業・活動記録（組織・部会・法人等の活動がわかるもの）
　□　出荷規格表等（出荷物を厳選していること、申請品が最上位品であることがわかるもの）
　□　実際に使用している独自のマーク・シール及び出荷資材等（写真等でも可）
　□　各種認証制度・商標登録等を受けている場合は、その認定・認証の証（写し）
　□　その他申請に当たり必要と思われるもの
Ⅲ　認定申請品の生産・流通の内容
１　申請品の生産・出荷概要
	生産出荷計画の概要（当年度）
	栽培予定面積
	品目全体
	
	当該品種
	

	
	当該品種の主な栽培地※１
	

	
	出荷予定数量
（販売見込金額）
	品目全体
	

	
	
	品種
	

	
	
	申請品
	

	
	申請品の作型及び
出荷予定期間
	作　　型：
出荷期間：

	
	集出荷施設（場所）
	

	
	選果・選別・出荷形態
（右欄に○を付けてください。）
	　共選共販　　・　　個選共販　　・　　個選
　その他（　　　　　　　　　　　）

	
	主な出荷販売先※２
	


※１：市町村名地区名（小字名）まで記載してください。複数の栽培地がある場合は規模の大きい代表的な栽培地を記載してください。
※２：ＪＡ名、出荷市場名等および直売の場合は販売形態（宅配、直売施設等）を記載してください。
２　和歌山らしさ、和歌山ならでは
○地域資源の活用
	項　　目
	申請者記載欄

	・生産地や生産者に
ついて記載してください。

	◇生産地は
　・県内　　　・県外　　・主は県内であるが県外を含む
　　　　　　　　　　　　（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　）
◇生産者は
　・県内　　　・県外　　・主は県内であるが県外を含む
　　　　　　　　　　　　（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　）

	・地域の自然条件を活かした栽培管理面等での取組みについて記載してください。
	◇自由に記載してください。



３　高い品質
○高品質な産品の生産、産品の厳選と安定供給
	項　　目
	申請者記載欄

	・申請品の等級・階級等について、具体的に記載してください。
	◇等級区分：　　　　◇階級区分：　　　　　　　　　◇糖度：
◇外観、形状等の特徴
◇食味（糖度、糖酸バランス、果実硬度等）の特徴
◇その他高い品質に係るアピールポイント


	・外観・品質検査の
方法を記載してください。
	◇検査員の有無　　有（　　　人）・無
　検査代表者　所属　○○部　　役職　○○○○　　氏名　○○○○
◇検査の方法（流れ）、留意している事項について記載してください。


	・収穫・調整、出荷、流通、販売において、品質を保つための取組みを記載してください。
	◇現在の取組み状況、今後の予定などを記載してください。


○流通・販売における優位性の確保と品質管理の体制整備
	項　　目
	申請者記載欄

	・出荷箱や荷姿について記載してください。
	◇出荷箱や荷姿を統一している。

・統一している　　・統一していない
◇統一していない場合は、その理由を記載してください。


	・クレーム等の処理体制等を記載してください。
	◇生産者（出荷者）名、連絡先等の表示
・している　　・していない
◇表示方法（表示内容・単位について該当項目に○を付けてください）
　表示内容
・ＪＡ等出荷組織名　・氏名　・生産者ｺｰﾄﾞNo　・住所　・電話番号
　・ｱﾄﾞﾚｽ（HP･ﾒｰﾙ）　・ＩＤ番号　・その他（　　　　　　　　　　　　）
　表示単位
・出荷箱　・小売単位　・ＰＯＰ表示　・その他（　　　　 　　　　　  ）
◇クレーム等処理に対する責任者の配置
・している（　　人）　　　・していない
◇クレーム等処理の体制及び発生時の対応を記載してください。
◇これまでのクレーム等への対応の記録
・ある　　・ない（今後記録する）


	・生産拡大や安定出
荷、安定した品質の維持・向上に向けた取組み状況を記載してください。
	◇現在の取組み状況、今後の予定などを記載してください。


	・申請品の主要取引
（出荷）先と取引形態（契約取引・相対取引等の割合）を記載してください。
	◇主要出荷先（予定）　　◇取引形態（○を付けてください）とその割合
　　　　　　　　　　　　契約・予約・相対・相対・セリ・直売・その他　　　　％
　　　　　　　　　　　　契約・予約・相対・相対・セリ・直売・その他　　　　％
　　　　　　　　　　　　契約・予約・相対・相対・セリ・直売・その他　　 　 ％
　　　　　　　　　　　　契約・予約・相対・相対・セリ・直売・その他　　　　％


	・流通・消費ニーズの把握、機能性や食べ方の周知・提案、消費拡大のための取組みを記載してください。
	◇現在の取組み状況、今後の予定などを記載してください。


４　安全安心
○生産工程等における安全性の確保
	項　　目
	申請者記載欄

	・申請品の安全性確保のためどのような取組みを行っていますか。（ＧＡＰ手法等チェック体制について）
	◇現在の取組み状況、今後の予定などを記載してください。


	・申請品の生産に係る肥料（土づくり肥料を含む）や各種資材について記載してくださ
い。
	◇使用している肥料、各種資材の商品名や成分等が
・すべて明らか　　・一部資材は不明　　・ほとんど不明
◇生産履歴への資材名等の記載　　・有　　・無

	・トレーサビリティ・システムの導入等、
消費者や流通関係者への生産情報の開示・提供の取組みについて記載してください。
	◇流通過程における問い合わせに対し生産情報の開示が
・いつでも可能である　　・出荷直前には可能である
・多少時間が必要　　　　・開示できない
◇生産情報の開示・提供の方法を記載してください。
◇ＩＴ活用による情報公開可能なトレーサビリティ・システムを
・導入している　・導入していない　・導入予定（　　年　　月頃）


	・残留農薬分析の実施状況（予定）について記載してください。
	◇出荷前の残留農薬分析を
・実施している　・実施していない　・実施予定（　　年産から）
◇残留農薬分析の具体的内容（回数、時期、点数等）を記載してください。



	・農薬等の飛散等による申請農産物および周辺農作物等への影響防止に向けた取組みを記載してください。
	◇認定申請品への飛散防止策
・講じている　　・講じていない　　・今後講じる（　　月頃から）
◇周辺農作物への飛散防止の取組
・行っている　　・行っていない　　・今後行う（　　月頃から）
◇上記について具体的な取組み状況（予定）を記載してください。



５　環境保全
○環境に配慮した生産方式の導入
	項　　目
	申請者記載欄

	・農業用廃プラスチック、使用済み農薬、
肥料の容器等生産に係る資材の廃棄処理方法について記載してください。
	◇資材の廃棄・リサイクル処理方法


	・化学農薬、化学肥料低減への取組みを記載してください。
	◇減化学農薬　　・行っている（　　割削減）　　・行っていない
◇その内容
◇減化学肥料　　・行っている（　　割削減）　　・行っていない
◇その内容


	
	有機栽培、特別栽培、エコファーマー等の認証を受けている場合は、認証制度名等を記載してください。
◇認証制度名（対象品目）
・認証番号（　　　　　　　　　　　）　　　・申請中（　　年　　月申請）
◇今後認証を受けようとしている認証制度と予定時期
　　認証制度名（対象品目・認証機関名）
　　申請予定時期　　　年　　月

	・農作物残渣の堆肥等への利用について記載してください。
	◇農産物残渣の処理方法




